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1.  平成23年3月期第2四半期の連結業績（平成22年4月1日～平成22年9月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年3月期第2四半期 47 11.5 △173 ― △153 ― △153 ―
22年3月期第2四半期 42 △93.1 △227 ― 161 ― 170 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

23年3月期第2四半期 △1,160.63 ―
22年3月期第2四半期 1,291.82 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

23年3月期第2四半期 1,204 1,157 96.1 8,777.73
22年3月期 1,361 1,310 96.3 9,938.35

（参考） 自己資本   23年3月期第2四半期  1,157百万円 22年3月期  1,310百万円

2.  配当の状況 

（注）当四半期における配当予想の修正有無  無  
 

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年3月期 ― 0.00 ― 0.00 0.00
23年3月期 ― 0.00
23年3月期 

（予想）
― 0.00 0.00

3.  平成23年3月期の連結業績予想（平成22年4月1日～平成23年3月31日） 
（％表示は、対前期増減率）

（注）当四半期における業績予想の修正有無  有  
連結業績予想の修正については、本日（平成22年10月29日）公表の「業績予想の修正に関するお知らせ」を参照してください。 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 130 25.0 △710 ― △299 ― △303 ― △2,304.49

m.sato
ロゴ



(1) 当四半期中における重要な子会社の異動  無  

（注）当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用  無  
（注）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

（注）「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表
示方法等の変更の有無となります。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基
づく四半期財務諸表のレビュー手続は終了しておりません。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
本資料に記載されている業績予想は、現時点で入手可能な情報に基づき算出したものであり、実際の業績は今後のさまざまな要因によって異なる結果と
なる可能性があります。 
業績予想の前提条件、その他関連する事項については、［添付資料］Ｐ３「連結業績予想に関する定性的情報」を参照して下さい。 

4.  その他 （詳細は、【添付資料】P.3「その他の情報」をご覧ください。）

新規 ―社 （社名 ）、 除外 ―社 （社名 ）

① 会計基準等の改正に伴う変更 有
② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年3月期2Q 131,868株 22年3月期  131,868株
② 期末自己株式数 23年3月期2Q  ―株 22年3月期  ―株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年3月期2Q 131,868株 22年3月期2Q  131,868株
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（１）連結経営成績に関する定性的情報 

 当第２四半期連結累計期間のわが国経済は、中国等新興国の需要拡大により、生産及び輸出が増加した影響で緩

やかな収益改善傾向が見られましたが、高水準で進行する円高が企業業績を悪化させる要因となり、引き続き厳し

い状況にあります。また、当社の属する医薬品業界は、大手製薬会社を中心に2010年問題の克服に向け対応を本格

化させており、後発医薬品市場への参入や企業の買収等が進められ、今後もこういった競争は激しくなると見込ま

れます。 

 このような状況のもと、当社は当第２四半期連結累計期間において、創薬事業ではＰＣ－ＳＯＤ（吸入投与）を

中心に研究開発を進め、ＥＩＰ事業では販路拡大に向け営業活動を行って参りました。 

 当第２四半期連結累計期間の売上高は47,705千円（前年同四半期比11.5％増）、営業損失は173,104千円（前年

同四半期比23.9％減）、経常損失153,310千円（前年同四半期は経常利益161,044千円）、四半期純損失153,049千

円（前年同四半期は四半期純利益170,349千円）となりました。なお、前年同四半期が経常利益及び四半期純利益

であるのに対し、当第２四半期連結累計期間が経常損失及び四半期純損失となったのは、北京泰德制药股份有限公

司からの配当金について、先方の手続に時間を要しているため、当社への入金が下期にずれ込んでいることが主な

要因であります。なお、通期までには予定通り入金がなされる見込となっております。 

  

（創薬事業） 

 当社が現在最も研究開発に注力している特発性肺線維症を対象疾患としたＰＣ－ＳＯＤ（吸入投与）につい

て、９月22日に第Ⅰ相臨床試験を開始しました。これは、動物実験においてネブライザーによる吸入投与の安

全性を確認後、８月６日に独立行政法人医薬品医療機器総合機構（ＰＭＤＡ）への治験届提出を経て、ヒトに

初めて投与する臨床試験の単回投与を開始したものであります。同試験については11月末頃の終了を予定して

おり、その後の健康人への反復投与の準備も併せて行っております。 

 また、当社パイプラインの末梢血管病変を対象疾患としたステルス型ナノ粒子ＰＧＥ１製剤がＮＥＤＯ（独

立行政法人新エネルギー・産業技術総合開発機構）の助成事業に採択され、同機構の助成のもと研究開発を進

める運びとなりました。同製剤は、１回の投与で長期間効果が持続し、投与回数の軽減や入院治療から通院治

療への切り替えを可能にするなど、患者様のＱＯＬを顕著に向上させる特長を持つことから、実用化開発が成

功すれば画期的な新薬になるものと考えております。 

 さらに、当第２四半期連結累計期間より当社と熊本大学薬学部附属創薬研究センターとの協力体制のもとド

ラッグ・リプロファイリング研究を本格的に推進していくこととし、新たなパイプランの研究も進めておりま

す。 

 ライセンス及び共同開発先の探索活動は、主要パイプラインについて、継続してアジアを中心とした国々で

秘密保持契約等を締結し、ライセンスアウトに向けた交渉を続けております。 

 中国プロジェクトにつきましても、既に北京泰德制药股份有限公司に対しライセンスアウトを行った「ＰＣ－

ＳＯＤ（注射剤）」が、概ね良好に進捗しております。 

（ＥＩＰ事業） 

 当第２四半期連結累計期間におけるＥＩＰ事業の売上高は44,014千円となり、概ね計画どおりに推移しまし

た。前年同四半期と比較してＥＩＰ杵を中心に販売が好調であり、ＥＩＰ杵は実際の生産現場にも徐々に使用さ

れてきております。研究所等へ向けた採用数は100案件を超えており、今後は益々生産現場への採用も増加して

いくと考えております。当社グループは、今後ともＥＩＰ杵を中心として販売拡大に向け、営業活動に邁進して

参ります。 

  

（２）連結財政状態に関する定性的情報 

 当第２四半期末の総資産は、前期末に比べ157百万円減少し、1,204百万円となりました。これは主に事業収支の

マイナスによるものであります。負債は前期末と概ね同様に推移しております。純資産につきましても、総資産の

減少理由と同様に当第２四半期連結累計期間における事業収支のマイナスにより減少しております。 

  

１．当四半期の連結業績等に関する定性的情報
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（３）連結業績予想に関する定性的情報 

通期における売上の修正はありません。 

販売費及び一般管理費では、新たに当社のパイプラインであるステルス型ナノ粒子ＰＧＥ１製剤がＮＥＤＯ（独立

行政法人新エネルギー・産業技術総合開発機構）の助成事業に採択されたこと等により、次期以降に予定していた

研究開発を一部繰り上げて実施することとしたため、営業利益が108百万円当初予想を下回る見込となりました。 

ＮＥＤＯは、当社が支出した研究開発費の一部を助成する仕組みとなっております。 

営業外では、上述しましたＮＥＤＯの新規採択により補助金収入が42百万円計上される見込であります。当該補助

金と研究費等の影響、さらに円高の進行による為替減収分が26百万円見込まれるため、経常利益が91百万円当初予

想を下回る見込となり、同様の理由で当期純利益も94百万円当初予想を下回る見込であります。 

  

（１）重要な子会社の異動の概要 

 該当事項はありません。 

  

（２）簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要 

 該当事項はありません。 

  

（３）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要 

「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成20年12月26日）に基づく「財務諸表等の用 

語、様式及び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」（平成21年３月24日 内閣府令第５号）の適 

用により、当第２四半期連結累計期間及び当第２四半期連結会計期間では、「少数株主損益調整前四半期純損失」

の科目で表示しております。 

２．その他の情報
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３．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 472,585 567,047

受取手形及び売掛金 22,317 22,916

その他 135,521 164,674

流動資産合計 630,424 754,638

固定資産   

有形固定資産   

建物 5,160 5,160

減価償却累計額 △1,330 △981

建物（純額） 3,830 4,179

機械及び装置 83,301 83,301

減価償却累計額 △43,576 △33,111

機械及び装置（純額） 39,725 50,190

工具、器具及び備品 14,365 14,365

減価償却累計額 △4,216 △4,098

減損損失累計額 △9,857 △9,857

工具、器具及び備品（純額） 291 408

有形固定資産合計 43,847 54,778

無形固定資産   

特許権 159,375 178,125

無形固定資産合計 159,375 178,125

投資その他の資産   

長期預金 300,000 300,000

破産更生債権等 240,000 240,000

その他 70,604 73,804

貸倒引当金 △240,000 △240,000

投資その他の資産合計 370,604 373,804

固定資産合計 573,826 606,707

資産合計 1,204,251 1,361,345
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（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

負債の部   

流動負債   

買掛金 － 1,118

未払金 4,668 5,963

債務保証損失引当金 30,000 30,000

その他 3,828 2,972

流動負債合計 38,496 40,054

固定負債   

退職給付引当金 7,467 9,954

その他 786 786

固定負債合計 8,253 10,740

負債合計 46,750 50,795

純資産の部   

株主資本   

資本金 1,852,558 1,852,558

利益剰余金 △695,057 △542,007

株主資本合計 1,157,501 1,310,550

純資産合計 1,157,501 1,310,550

負債純資産合計 1,204,251 1,361,345
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（２）四半期連結損益計算書 
（第２四半期連結累計期間） 

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年９月30日) 

売上高 42,790 47,705

売上原価 8,210 40,682

売上総利益 34,579 7,023

販売費及び一般管理費   

研究開発費 86,577 92,189

その他 175,518 87,938

販売費及び一般管理費合計 262,095 180,128

営業損失（△） △227,516 △173,104

営業外収益   

受取利息 310 308

受取配当金 385,914 －

補助金収入 － 22,390

その他 2,336 2,497

営業外収益合計 388,561 25,196

営業外費用   

為替差損 － 5,402

営業外費用合計 － 5,402

経常利益又は経常損失（△） 161,044 △153,310

特別利益   

貸倒引当金戻入額 10,000 －

退職給付引当金戻入額 － 956

特別利益合計 10,000 956

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

171,044 △152,354

法人税、住民税及び事業税 695 695

法人税等合計 695 695

少数株主損益調整前四半期純損失（△） － △153,049

四半期純利益又は四半期純損失（△） 170,349 △153,049
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（第２四半期連結会計期間） 

（単位：千円）

前第２四半期連結会計期間 
(自 平成21年７月１日 
 至 平成21年９月30日) 

当第２四半期連結会計期間 
(自 平成22年７月１日 
 至 平成22年９月30日) 

売上高 36,442 26,104

売上原価 5,948 24,844

売上総利益 30,494 1,259

販売費及び一般管理費   

研究開発費 40,223 53,897

その他 126,224 41,501

販売費及び一般管理費合計 166,447 95,398

営業損失（△） △135,953 △94,138

営業外収益   

受取利息 209 161

受取配当金 385,914 －

補助金収入 － 21,889

その他 1,126 1,326

営業外収益合計 387,250 23,378

営業外費用   

為替差損 － 5,402

営業外費用合計 － 5,402

経常利益又は経常損失（△） 251,296 △76,162

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

251,296 △76,162

法人税、住民税及び事業税 347 347

法人税等合計 347 347

少数株主損益調整前四半期純損失（△） － △76,510

四半期純利益又は四半期純損失（△） 250,949 △76,510
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半
期純損失（△）

171,044 △152,354

減価償却費 14,284 10,931

無形固定資産償却費 18,750 18,750

退職給付引当金の増減額（△は減少） 155 △2,486

受取利息及び受取配当金 △386,225 △308

売上債権の増減額（△は増加） △35,605 599

前渡金の増減額（△は増加） △13,994 △22,890

仕入債務の増減額（△は減少） 106 △1,118

未払金の増減額（△は減少） △45,857 △1,294

未収消費税等の増減額（△は増加） 21,917 13,487

未収入金の増減額（△は増加） － 30,566

その他 △12,827 14,559

小計 △268,250 △91,560

利息及び配当金の受取額 386,222 322

法人税等の支払額 △809 △1,022

営業活動によるキャッシュ・フロー 117,162 △92,261

投資活動によるキャッシュ・フロー   

貸付けによる支出 － △7,900

貸付金の回収による収入 － 5,700

敷金の回収による収入 44,585 －

投資活動によるキャッシュ・フロー 44,585 △2,200

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 161,748 △94,461

現金及び現金同等物の期首残高 647,052 567,047

現金及び現金同等物の四半期末残高 808,800 472,585
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 該当事項はありません。 

  

【事業の種類別セグメント情報】  

前第２四半期連結累計期間（自平成21年４月１日 至平成21年９月30日） 

 １．事業内容及び商品、用途、販売方法等を考慮して事業区分を行っています。 

 ２．各事業の主な商品、事業内容 

      (1) 創薬事業    ＤＤＳ技術を利用した医薬品、ならびに化粧品に対するロイヤリティ収入等 

      （2） ＥＩＰ事業    ＥＩＰ製品等の表面改質化技術を用いた製品の販売 

３．事業区分の方法の変更  

   事業区分の方法の変更については、従来、当社グループにおける重要性の観点から、前連結会計年度において設立

したＥＩＰ事業を営む㈱マシンパーツ販売を創薬事業に含めて表示しておりましたが、創薬事業におけるＥＩＰ事業

のセグメントに占める割合が高くなったため、ＥＩＰ事業を創薬事業から分離して表示することとしました。なお、

この変更による創薬事業への影響額はありません。 

   また、前連結会計年度において調剤薬局事業を営んでおりました㈱ソーレの全株式を譲渡したことに伴い、第１四

半期連結会計期間より、「調剤薬局事業」のセグメントを廃止しました。 

  

    【所在地別セグメント情報】 

   前第２四半期連結累計期間（自平成21年４月１日 至平成21年９月30日） 

   本邦の売上高は、全セグメントの売上高の合計に占める割合が100％であるため、所在地別セグメント情報の

記載を省略しております。 

  

    【海外売上高】 

  前第２四半期連結累計期間（自平成21年４月１日 至平成21年９月30日） 

（注）１．国又は地域は、地理的近接度により区分しております。 

   ２．各区分に属する国又は地域の内訳は次のとおりであります。 

    （１）アジア・・・・・中国  

   ３．海外売上高は、当社及び連結子会社の本邦以外の国又は地域における売上高であります。 

  

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）セグメント情報

  
創薬事業 
（千円） 

ＥＩＰ事業 
（千円） 

計（千円） 
消去又は全社 
（千円） 

連結 
（千円） 

  

売上高  

(1）外部顧客に対する売上高  33,504  9,285  42,790  －  42,790

(2）セグメント間の内部売上高

又は振替高 
 －  －  －  －  －

計  33,504  9,285  42,790  －  42,790

営業利益（△損失）  △213,386  △20,279  △233,666  6,150  △227,516

    アジア 計   

 Ⅰ 海外売上高（千円） 30,000 30,000

 Ⅱ 連結売上高（千円） 42,790 42,790

 Ⅲ 連結売上高に占める海外売上高

の割合（％） 
70.1 70.1
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   （セグメント情報） 

  １．報告セグメントの概要 

     当第２四半期連結累計期間（自平成22年４月１日 至平成22年９月30日） 

          当社の報告セグメントは、当社グループの構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会

が、経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであります。 

 当社グループは医薬品の研究開発及び販売、ＥＩＰ製品の販売事業を営んでおり、業種別に区分された事業ご

とに、当社及び当社の連結子会社（以下、事業運営会社）が各々独立した経営単位として、単一の事業に従事す

る経営を採用しております。各々の事業運営会社は主体的に、各事業ごとの包括的な事業戦略を立案し、事業活

動を展開しております。  

  したがって当社グループは、事業運営会社を基礎とした業種別のセグメントから構成されており、「創薬事

業」「ＥＩＰ事業」の２つを報告セグメントとしております。 

  「創薬事業」は、ＤＤＳ技術を利用した医薬品開発を主な業務とし、「ＥＩＰ事業」は、表面改質化技術を用

いたＥＩＰ製品の販売を行っております。 

  

２．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

当第２四半期連結累計期間（自平成22年４月１日 至平成22年９月30日）      （単位：千円）  

（注）セグメント損失の合計額は、四半期連結損益計算書の経常損失と一致しております。 

  

３．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容

（差異調整に関する事項） 

  該当事項はありません。 

  

４．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

  該当事項はありません。  

  

（追加情報）  

 第１四半期連結会計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号 平成21年

３月27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第20号 平成20

年３月21日）を適用しております。 

  

 該当事項はありません。  

  

   創薬事業 ＥＩＰ事業  合計 

売上高 

(1）外部顧客に対する売上高  3,691  44,014  47,705

(2）セグメント間の内部売上高

又は振替高 
 －  －  －

計  3,691  44,014  47,705

セグメント損失  138,482  14,828  153,310

（６）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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